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第47南極特別保護地区管理計画（ASPA147） 

アレキサンダー島のアブレーション谷及びガニメデ台地 

 

はじめに 

アレキサンダー島のアブレーション谷及びガニメデ台地（南緯70度48分、西経68度30分、約

180km2）が南極特別保護地区（ASPA）に指定された主な理由は、特に広大な消耗域の地質学、地形

学、雪氷学、湖沼学、生態学に関連する科学的価値を保全するためである。 

アレキサンダー島のアブレーション谷及びガニメデ台地は、英国の提案のもと、勧告XV-6を経

て、1989年に第29特別科学的関心地区（SSSI）アレキサンダー島のガニメデ台地のアブレーション

岬として当初指定された。これには、南緯70度45分から南緯70度55分と、西経68度40分からジョー

ジ6世海峡の海岸線の間にある、大部分が無氷の地帯も含まれていた。その地区は、高さ約650mか

ら760mの尾根や高原によって分離されるいくつかの谷系から成っていた。当初の管理計画（勧告

XV-6）では、本地区について「西南極で最も大きい消耗域の一つであり…（中略）…入り組んだ岩

石構造を持つ。主な岩種は礫岩、アルコース砂岩及び泥板岩で、含礫泥岩や堆積性角礫岩の付随種

を伴う。層序の基底は、巨大な溶岩塊や集塊岩塊などを含む、目をみはるような混在堆積物

（melange）である。これは谷底及びいくつかの岩壁の基部に露出している。本地区は、隆起海岸、

氷堆石系（moraine system）、構造土を含む多様な地形学的特徴を有している。多様な植物相（水

生コケ植物も含む）と動物相を支える複数の永久凍結した淡水湖及び多くの無氷の池がある。植生

は通常まばらで、他の乾いた不毛の山腹と異なり水が流れ出る「オアシス」に限定して、特有の蘚

類及び苔類が優占した群落タイプの植生が存在している。陸上及び淡水における生態系は人間の影

響に対して脆弱であるため、人間が管理されない状態で存在することから保護する価値がある」と

説明していた。まとめると、本地区の主たる価値は、地質学的、地形学的、雪氷学的、湖沼学的、

生態学的特徴、及びそれらに関連する傑出した科学的関心が、西南極地域で最大級の無氷の消耗域

にあることだと考えられていた。本地区は決定1（2002）によりASPA147へと番号が付け替えられ、

改訂版管理計画が措置1（2002）によって採択された。 

ASPA147アレキサンダー島のアブレーション谷及びガニメデ台地は、西南極で最大の消耗域の一

つを保護することで、より広い南極保護地域システムを補完している。同等の環境的及び科学的価

値は、南極半島地域内の他のASPAでは保護されていない。決議3（2008）では、議定書附属書Vの第

3（2）条に言及する系統的な環境地理学的枠組みにおいて南極特別保護地区を特定する動的なモデ

ルとして「南極大陸のための環境領域分析」を用いることを推奨している（Morgan et al. 2007も参

照）。このモデルによると、ASPA147の小区域は環境領域E（南極半島及びアレキサンダー島主氷

原）に含まれる。しかし、Morganらには特に記述されていないが、本地区は領域C（南極半島南部

地質）をも含む可能性がある。領域Eを含むその他の保護地区は、ASPA113、114、117、126、128、

129、133、134、139、149、152、170及びASMA1と4である。（Morganら（2007）には特に述べら
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れていないが）領域Cを含む他の保護地区には、ASPA170がある。第4南極保護生物地理区（ACBR）

「南極半島中央南部」内に位置するASPAは2つのみであるが、本地区がそのひとつであり、もう一

つはASPA170である（Terauds et al. 2012、Terauds and Lee 2016）。 

 

1．保護を必要とする価値の記述 

当初の指定で示された価値は、現在の管理計画で再確認されている。アブレーション谷及びガニ

メデ台地の科学的記述より明らかになった更なる価値もまた、この地区が特別に保護される理由と

して重要であると考えられている。これらの価値は、以下の通りである。 

 化石断崖岩層（Fossil Bluff Formation）が露出した状態で存在することは、第一級の地質学的

重要性を有する。なぜならここは、南極において、ジュラ紀と白亜紀の境界を成す岩盤が連

続して露出している場所として唯一知られているところであり、そのことが、この時間的境

界における植物相及び動物相の変化を理解するために重大な地域性を与えるからである。 

 数千年以上に及ぶ氷河や棚氷の変動に関する、非常に優れた独特で連続した地形学的記録が

存在すること。それとともに、氷河、周氷河、湖水、風成、沖積、傾斜に関するプロセスか

ら生じるその他の地形学的特徴の傑出した集合体となっていること。 

 ジョージ6世海峡の塩水と接するという珍しい性質を有した二つの永久凍結淡水湖（アブレ―

ション湖及びムトンネー湖）。 

 外洋からほとんど10km離れているにもかかわらず複数のアザラシが確認されているアブレ―

ション湖の海洋生態系（ショウワギスTrematomus bernacchiiを含む）の存在。 

 本地区が、南極の同緯度の場所の中で最も多様なコケ植物を有すること（少なくとも21

種）。また地衣類（35分類群を越える）、藻類、及び藍色細菌の多様な生物相も有する。多

くのコケ植物及び地衣類は、既知の分布の南限に当たる。また、南極で非常に希少な数種が

存在すること。 

 水深9mまでの湖沼に数種の蘚類が発生すること。これは全て陸上種であるが、生育地が水没

する毎年数か月間、浸水に耐える。Campylium polygamumという種は水中の暮らしに適応し

ており、一部は長さ30cmを越えるシュートを伴う永続的な水中群落を形成し大規模に広がっ

ている。これらは南極半島地域の水生植物の最も良い例である。 

 本地区内の数種のコケ植物は繁殖力が高く（胞子体を作る）、これらの一部は南極の同じ条

件の他の場所では知られていないか、またはとても希少であること（例：苔類のCephaloziella 

varians、及び蘚類のBryoerythrophyllum recurvirostrum、Distichium capillaceum、Schistidium

種）。 

 本地区は、アレキサンダー島で最も広い植生の群生の一つであること。これらの多くは浸潤

地域に見られ、この場所はコケ植物と地衣類の群落が100m2かそれ以上を覆っている。風雨に

晒されない湿潤地域では、南極の他の場所では知られていない陸生種の集まりが群落を発達
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させている。一方、吹きさらしの岩稜や安定した岩海は（たいていクロヒゲゴケUsnea 

sphacelataが優占している）、局地的に豊富な地衣類の群生を支えている。 

 本地区は、アレキサンダー島の固有種と考えられているトビムシ類Friesia topoを代表とし、

これほどはるか南方の場所にしては、小さい節足動物の種数及び生息数が比較的豊富である

こと。アブレーション谷はまた、アレキサンダー島で唯一の肉食性のダニ類Rhagidia 

gerlacheiが記述されている場所であり、同緯度の他の地点と比べてより複雑な食物網が形成

されていること。 

 

2．目的 

本管理計画の目的は、以下の通りである。 

 本地区内の不必要な人間による攪乱を防ぐことにより、本地区の価値の低下又は本地区の価

値への著しい危険を避ける。 

 本地区への非在来の植物、動物及び微生物の持ち込みを防止又は最小限にする。 

 他の場所では行うことができないやむを得ない理由のためであり、本地区の自然生態系を危

険にさらさないことを条件に、本地区での科学的調査を許可する。 

 今後の研究のための参照地域として、本地区の自然生態系を保全する。 

 

3．管理活動 

本地区の価値を保護するために行われるべき管理活動は以下の通りである。 

 科学的又は管理目的のため本地区内に設置される標識類、またはその他の建造物（例えばケ

ルン）は良い状態で保護、維持され、必要でなくなった場合は撤去しなければならない。 

 本管理計画の写しを、本地区付近を訪問する飛行計画のために利用可能にすること。 

 管理計画は少なくとも5年ごとに再検討され、必要に応じて改訂すること。 

 ロゼラ基地（英国：南緯67度34度、西経68度07分）、及びヘネラル・サン・マルティン基地

（アルゼンチン：南緯68度08分、西経67度06分）で本管理計画の写しが入手できるようにす

ること。 

 本地区内で実施される全ての科学的及び管理的活動は、環境保護に関する南極条約議定書附

属書Ⅰの要件に従い、環境影響評価の対象とすること。 

 本地区で行われている国家南極プログラムは上記の管理活動を確実に実施するため、相互に

協議すること。 

 

4．指定の期間 

指定の期間は無期限である。 
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5．地図及び写真 

地図1：南極半島におけるアブレーション谷とガニメデ台地の位置。地図仕様 WGS84 南極極心平射

図法、中央経線-55°、標準緯線-71° 

地図2：ASPA147アブレーション谷とガニメデ台地の位置図。地図仕様 WGS 1984 南極極心平射図

法、中央経線-71°、標準緯度-71° 

地図3：ASPA147アブレーション谷とガニメデ台地の地形概略図。地図仕様 WGS 1984 南極極心平射

図法、中央経線-68.4°、標準緯線-71.0° 

 

6．本地区の記述 

6 （i）地理学的経緯度、境界の標示及び自然の特徴 

概要 

アブレーション谷とガニメデ台地（南緯70度45分と南緯70度55分及び西経68度21分と西経68度40

分の間、約180km2）は、南極半島のパーマーランドの西側海岸の沖にある最大の島であるアレキサ

ンダー島の東側に位置する（地図1及び地図2）。本地区は中央部の東西約10km、南北約18kmの広さ

で、西側はジュピター氷河の上流部、東側はジョージ6世海峡の永久棚氷に挟まれ、北側はグロット

氷河、南側はジュピター氷河の下流地域に挟まれている。アブレーション谷とガニメデ台地は、南

極の南極半島区域で最大の、切れ目なく広がった無氷地帯を含む。大山塊（massif）の中に位置す

る、本地区の約17%を占めるにすぎない、より小さい永久氷原及び谷氷河も共に含まれる。本地域

の地形は山が多く、両側が切り立った峡谷が、最高高度は1070mまで高くなるのだが、通常は標高

650m～750m程で高原のようにゆるやかに起伏した尾根によって隔てられている（Clapperton and 

Sugfen 1983）本領域は、相対的に平坦な堆積岩及び急速な風化作用が、絶壁の「岩棚」に厚く堆積

した砂岩及び礫岩と相まって、全体的に丸みを帯びた形状の地形をもたらしているが、激しく氷河

作用を受けている（Taylor et al. 1979）。 

本地区は、4つの主な無氷の谷（アブレ―ション、ムトンネー、フラットアイアン、ストライエー

ション）を含み、そのうち最初の 3 つには氷で覆われた大型の淡水湖が含まれる（Heywood 1977、

Convey and Smith 1997）。最も大きい湖は、氷河前縁湖のアブレ―ション湖（約7km2）で、この湖

は棚氷に取り囲まれており、厚さ100～500mのジョージ6世棚氷が西方向へ動く圧力によって谷の上

流へ侵入しており、その表面の高さは海抜30mになる（Heywood 1977、Clapperton and Sugden 

1982）。生物学上は、陸上生態系は、より北方の海洋性南極の比較的温暖な気候と、南方のより寒

く乾燥した大陸性南極の中間を示している。「乾燥した谷」としては、極端に生物相が豊富で、南

極大陸上の、より過酷で生物学的に種の乏しい消耗域との貴重な対比地として役に立つ（Smith 

1988）。 
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境界線 

指定された本地区の範囲は、アブレーション谷とガニメデ台地大山塊全域から構成され、西側は

アブレ―ション谷・ムトンネー谷・フラットアイアン谷からジュピター氷河を分かつ主要な尾根と

境を接している（地図3）。東側の境界線は、ジョージ6世棚氷の西端と定められる。本地区の北の

境界線は、エラティック谷及びすぐ南にあるアブレーション谷に入り込むその他の支流の谷からグ

ロット氷河とを分かつ主要な尾根と定められる。本地区の北西では、境界線はアブレーション谷か

らジュピター氷河の上流を分離する、大部分を氷河で覆われた鞍部を越えて広がる。本地区の南の

境界線は、フラットアイアン谷の西側にある主要な尾根の東から、ジュピター氷河とジョージ6世棚

氷が接合する地点までを、ジュピター氷河の北側の縁として規定する。アブレ―ション湖とジョー

ジ6世棚氷の間にある境は場所によっては不明瞭であるため、アブレーション谷における本地区の東

側境界線は、アブレ―ション岬の東端から棚氷と陸地が接する点まで真南に伸ばした直線であり、

そこから東側境界線は陸／棚氷が接する縁に沿って続く。より南のムトンネー湖も自然地理学的に

は類似しており、この場所の東側境界線は、ムトンネー湖の北側にある岬（部分的に囲んでいる）

の東端から、棚氷が陸地に接する目立つ融氷水の水溜まりの地点までの直線で規定されており、東

の境界線は、そこから陸地／棚氷の縁に沿って、ジュピター氷河とジョージ6世棚氷が接する点まで

南へ続く。このため本地区は、アブレ―ション湖及びムトンネー湖全体と、それらを囲む背後の棚

氷の一部を含んでいる。境界線の座標は付録1に定められる。 

 

気候 

アブレーション谷とガニメデ台地地域に利用できる長期間の気象データはない。しかし本地域の

気候は、東から移動する南極海の激しい低気圧と、それとぶつかる北から北西方向へ吹く西南極氷

床からの、冷たい高気圧性でより大陸性の気流による二重の影響を受けていると記されている

（Clapperton and Sugden 1983）。前者は、強い北風及び厚い雲でこの地域を覆い、比較的穏やかな

天候をもたらす。一方、後者は気温0℃以下の澄んで寒冷な安定した条件で、南からの比較的弱い風

をもたらす。1970 年代初期に記録された近く（25km）のデータによると、夏季の平均気温は氷点よ

りわずかに低く、年平均気温はおよそ-9℃と推定された（Heywood 1977）。降水量は一年当たり水

当量200mm未満であり、夏季の降雪はほとんどなかった。冬季後は通常薄い積雪が見られるが、と

ころどころに残り続けるであろう孤立した残雪を除くと、この地域は通例、夏季の終わりまで雪は

見られない。 

 

地質 

アブレーション谷とガニメデ台地の地質は複雑だが、明確な層状の堆積岩が優位を占める。大山

塊の最も顕著な構造的特徴は、北西－南東方向の大きな非対称的な背斜で、グロット氷河からジュ

ピター氷河まで伸びている（Bell 1975、Crame and Howlett 1988）。大山塊の中央部にある衝上断層
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から、最大800mの地層の縦方向の移動があったと考えられる（Crame and Howlett 1988）。主な岩

質は、礫岩、アルコース砂岩、及び化石を含む泥板岩で、含礫泥岩及び堆積性角礫岩の付随種を伴

っている（Elliot 1974、Taylor et al. 1979、Thomson 1979）。ジュラ紀後期～白亜紀前期にあたる地

層に見られる化石の種類には、二枚貝、腕足動物、矢石類、アンモナイト、 鮫の歯及び植物が含ま

れる（Taylor et al. 1979、Thomson 1979、Crame and Howlett 1988、Howlett 1989）。数種の混合層

の溶岩がアブレーション岬の最も低い露出面に見られる（Bell 1975）。層序の基底は、巨大な溶岩

と集塊岩などを含む、目をみはるような混在堆積物で形成されており、これは谷底及びいくつかの

岩壁の基部に露出している（Bell 1975、Taylor et al. 1979参照）。化石断崖岩層が露出した状態で存

在することは、第一級の地質学的重要性を有する。なぜならここは、南極において、ジュラ紀と白

亜紀の境界を成す岩盤が連続して露出している場所で唯一知られているところであり、そのこと

が、この時間的境界における植物相及び動物相の変化を理解するために重大な地域性を与えるから

である。 

 

地形及び土壌 

本地区全体は、かつてはアレキサンダー島の内陸からの氷河に覆われていた。そのため、氷食作

用及び氷成堆積物が本地区全体に広がっており、ジョージ6世海峡内へ、普遍的な東への氷の流れが

以前生じていたことを示す証拠を提供している（Clapperton and Sugden 1983）。不釣り合いな氷

河、筋がある基盤岩及び迷子石があることが、更新世氷期最寒冷期（glacial maximum）以来、かな

りの退氷があったことを示している（Taylor et al. 1979、Robert et al. 2009）。現在残っている氷河

の前に見られる大量の終堆石や、意外にも崖錐がない複数の地域、摩耗し筋がある羊背岩から、氷

河後退が急激であった可能性を示す（Taylor et al. 1979）。ジョージ6世棚氷が9600年～7730年前

（BP）には存在しなかったという証拠がある。本地域ではその後、多くの氷河の変動があったが、

この頃アブレーション谷とガニメデ台地大山塊はほとんど永久氷がなかっただろうと考えられてい

る（Clapperton and Sugden 1982、Bentley et al. 2005、Smith et al. 2007a, b、Roberts et al. 2008、

Bentley et al. 2009）。棚氷がないことは、南極半島では初期宗新世の海洋大気の変動性がこの10年

間で計測されたものより大きいということを示している（Bentley et al. 2005）。Robertsら（2009）

は、アブレ―ション湖とムトンネー湖に隣接した三角州を調査し、アレキサンダー島のこの部分

は、今日の湖の水面よりも高く形成され、完新世中期以来、海水面が約14.4m下がったと結論を下し

た。 

本地区の地形は、周氷河プロセス、重力プロセス、河川プロセスにより変化してきた。上流の平

坦な表面にある基盤岩（漂礫土によりこすった跡はほとんどない）は、凍結作用により砕け散り、

板状又はブロック状の断片になっている（Clapperton and Sugden 1983）。谷部の斜面には、ソリフ

ラクションローブ（gelifluction lobes）及び縞状や円形に並ぶ石がよく見られ、一方、谷底には円形

の石及び多角形模様の構造土が、凍結作用を受けた漂礫土及び融氷流水堆積物によく見られる。谷
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の壁面には、凍結作用、落石、落氷及び季節的な融氷水の流れによる地形がよく見られる。これら

により、通例、遍在する崖錐斜面や融氷水が刻んだガリー下の巨石の扇形が形成される。裂けやす

い堆積岩の大規模な風化による岩屑移動（mass wasting）はまた、表面に薄い岩屑層を持つ水平方向

に直線的な基盤岩の斜面（約50度）の発達を促す。あるところでは、例えばエラティック谷にあ

る、高さ1mまで、長さ8m程の砂丘といった風成地形が所々に見られる（Clapperton and Sugden 

1983）。時折、植生のある地域に関連し、深さ10～15cmまでの薄い泥炭層が見られるが、これらは

本地区内で最も実質的に発達した土壌である。 

 

淡水生態学 

アブレーション谷とガニメデ台地は、多くの湖沼、河川及び一般に豊かな底生植物を含んだ類い

まれな湖沼学的地区である。12月下旬から2月まで、降水、氷河及びジョージ6世棚氷の融氷の主な3 

つの供給源から流水が生じ、流出水は通常海岸に向かって収束する（Clapperton and Sugden 

1983）。ほとんどの河川は最長数kmに及び、氷河あるいは永久氷原から排水する。アブレーション

湖及びムトンネー湖に流れる主要な河川は、両方とも棚氷でせき止められる。1970年代初期の調査

では、これらの湖は一年中水深2.0～4.5mまで凍り、水深の最大はそれぞれ約117m及び50mと記録さ

れた（Heywood 1977）。湖は潮汐の影響を受けているが、棚氷の下にある海洋との接触による影響

を受けた、次第に塩性を増す水を覆って、それぞれ深さ約60m及び30mの安定した淡水の上層が横た

わる（Heywood 1977）。表層の融氷水のたまり場（夏季に、特に湖と氷間の圧力で生じた氷丘脈の

間の窪みに形成される）が日ごとに高いところにあふれ、低い谷部にある沖積扇状地に侵入する

（Clapperton and Sugden 1983）。 

近年のある観察結果は、湖を覆う永久氷が減っていると示唆している。例えば、1994～95及び

1997～98年夏季には、ムトンネー湖の約25%が氷に覆われていない（Convey and Smith 1997、

Convey 私信 1999）。しかし、本地区にある主要な3つの湖はすべて、2001年2月上旬にはほとんど

完全に氷で覆われた姿であった（Harris 2001）。 長さ10m～1,500m、最大幅200mまで、水深1～6m

とさまざまな、一日限りの多くの水たまり及び池（通常は細長い）が、陸地と棚氷の隙間の側面に

沿って形成される（Heywood 1977、Clapperton and Sugden 1983）。これらの水たまりや池の水面

は、しばしば融解時期には上昇するが、周囲の氷堆石に過去の湖岸線の跡を残しつつ、時折、棚氷

に向かって開く氷の割れ目にそって、突然排水されることもある。浮遊した氷河堆積物の存在によ

り、水たまり又は池の濁度は大きく変わる。水たまりは、夏季には概して氷はないが、大きな池は

しばしば一部が氷に覆われたままになる。また、深い池以外はおそらくすべて冬季には硬く凍って

しまう（Heywood 1977）。最大面積1ha、水深15mの多くの池が谷内に存在し、その一部は深さ9m

まで広がった蘚類に覆われている（Light and Heywood 1975）。記述されている優占種は、

Campylium polygamum及びDicranellaで、その茎は長さ30cmに達する。オオハリガネゴケ（Bryum 

pseudotriquetrum）（また、おそらく2番目のカサゴケ種）、Distichium capillaceum及び同定されて
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ないDicranellaが水底の下層あるいは深さ1m以下に全て生育している（Smith 1988）。水深0.5～

5.0mの区域には蘚類が40～80%を覆う（Lightand Heywood 1975）。その他の場所の多くは、フェル

ト状の藍色細菌（11群）が最大10cmの厚さで覆い、36群の関連した小型藻類とともに、藍藻

Calothrix、ネンジュモNostoc及びフォルミジウムPhormidiumが優占していた（Smith 1988）。蘚類が

広範囲に生育するのは、これらの池の水深は毎年変動するものの、おそらく比較的長期間にわたっ

て存在するためであると考えられる。夏季には深い池は水温約7℃、浅い水たまりは水温約15℃にも

達し、コケ植物にとって比較的好条件の安定した環境を作り出している。数種の蘚類が見られる、

より浅い水たまりでは、通常、陸上植生に覆われるようで、夏季の短い期間、浸水する（Smith 

1988）。ゆっくりと流れる河川や一時的な融氷路の中には藻類が豊富であるが、流れが急で不安定

な川底にはまとまって生育しない。例えば、ムトンネー谷にある平坦な大きい湿地には、特に豊富

な植物相が見られ、所々で、その90%以上を覆う。この植物相には、5種の接合藻目の緑藻（南極で

は希少）や繊維状の緑色のホシミドロZygnemaが豊富で、より乾燥し不安定でシルトに富んだ地域

にNostoc種や、Phormidium種が群生している（Heywood 1977）。 

原生動物（Protozoa）、輪形動物（Rotifera）、緩歩動物（Tardigrada）及び線形動物

（Nematoda）が水たまり、池及び河川の底生動物相を形成している（Heywood 1977）。通常、生

息密度は、流れの遅い河川で最も高い。カイアシ類（copepod）であるBoeckella poppeiは、湖沼、

水たまりで豊富だが、河川では見られなかった。アブレーション湖の塩水層の水深70mに設置した

罠で、海洋性の魚類であるショウワギス（Trematomus bernacchii）が捕獲された（Heywood and 

Light 1975、Heywood 1977）。1996年12月中旬にアブレーション湖の縁で1頭のアザラシ（種は同定

できなかったが、おそらくカニクイアザラシ（Lobodon carcinophagus）又はウェッデルアザラシ

（Leptonychotes weddellii）であると思われる）の報告があり（Rossaak 1997）、また、早い時期に

は、孤立した単独のアザラシの目撃も報告された（Clapperton and Sugden 1982）。 

 

植生 

アブレーション谷とガニメデ台地の大部分の地域は乾燥しており、全体にわたって植生の量は少

なく、分布もとぎれとぎれである。しかし、浸潤した地域及び河川の縁沿いに複雑な植物群落が存

在するということは、以下の理由で特に興味深い。 

1. 群落は、他の場所がほとんど不毛であるにもかかわらず発生する。 

2. コケ植物及び地衣類が混じった群落が最も発達し、南緯 70 度のいかなる場所の中でも最も多

様である（Smith 1988、Convey and Smith 1997）。 

3. また、コケ植物の分類群のいくつかは繁殖能力が強く、南限にて結実する。このようなかな

りの南方で多くの南極のコケ植物が見られるのは珍しい現象である（Smith and Convey 

2002）。 
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4. この地域は、多くの分類群にとって南限となる場所として知られている。 

5. これらの群落の一部はまた、アレキサンダー島の南東部の別の場所でも発生するが、本地区

は同緯度で知られているうちで最良かつ最も広大な事例を含んでいる。 

蘚類の多様性は、この緯度では特に高く、本地区内では少なくとも21種が記録されている。これ

は、アレキサンダー島で発生が知られているものの73%を占める（Smith 1997）。地衣類植物相もま

た多様で、35分類群を越える数が知られている。アレキサンダー島で発生が知られている15種の大

型地衣類のうち、12種は本地区内が典型である（Smith 1997）。アブレーション谷、ムトンネー

谷、ストライエーション谷および南東部の海岸線は、陸上及び淡水の植生の広大な群生を含む

（Smith 1998、Harris 2001）。Smith（1988, 1997）によると、コケ植物の植生は、通常、約10～

50m2のパッチ状で確認され、その一部は625m2にもなる。これらは主要な谷の、北と東を向いた緩

斜面の標高5m～40m付近に発生すると報告された。Harris（2001）は、ジュピター氷河とジョージ6

世棚氷が接合する場所の近く、標高約10mにある、本地区の南東海岸線の南東を向いた緩斜面で、

面積が最大およそ8,000m2のほぼ切れ目のないコケ植物の植生を記録した。ストラエーション谷下流

の湿った斜面では約1,600m2の連続した群生が記録された。また、複数の大きなパッチ（最大

1,000m2）状の一続きの蘚類もフラットアイアン谷の南西／北西を向いた東側の斜面（標高300～

400m）で観察された。この周囲で記録された小さなとぎれとぎれの蘚類のパッチは、標高最大

540mにもなる。蘚類はアブレーション谷の上部にある標高約700mまでの峰でも見られる。 

湿地を優占するコケ植物は、しばしば高密度のシュートが織り合わさった黒色のマットを形成す

る苔類のCephaloziella variansである。Cephaloziella variansの南限の記録は、ヴィクトリア・ランド

のジオロジー岬のボタニー湾（ASPA154）にある南緯77度で報告されたが、アブレーション谷及び

ガニメデ台地大山塊に形成される広範囲のマットは、南極海域ではかなり南方にある本種の最も豊

富な群生を代表する。藍色細菌（特にNostocとPhormidium種）は通常、苔類の表面か土壌のいずれ

かの上に、もしくは蘚類のシュートを伴って生育する。湿地以外の場所では、Campylium 

polygamumに優占された側果性蘚類の波状のカーペットが、Hypnum revolutumを伴い、 緑色の最も

濃い植生の群生を形成している。これらのカーペットは、大部分が未分解で腐敗途中の蘚類のシュ

ートで構成される厚さ10～15cmまでの泥炭層の上を覆って生育している。これらの蘚類に混じり

（より乾燥した隙間ではしばしば優占するが）、オオハリガネゴケ（Bryum preudotriquetrum）が、

離れたクッション状に生育する。このクッション状の蘚類は、合体して複雑な芝生状に発達するた

めに癒着していくことがある。これらの乾燥した周辺の地域では、いくつかの別の芝生状に生育す

るコケ植物が、しばしばBryumを伴って見られる。既に記載した以外の水生種には、calcicolous分類

群であるBryoerythrophyllum recurvirostrum、Didymodon brachyphyllus、Distichium capillaceum、

Encalypta rhaptocarpa、E. procera、Pohlia cruda、Schistidium antarctici、Tortella fragilis、Syntrichia 

magellanica、Tortella alpicola及びいくつかの同定されていないBryum及びSchistidiumが含まれる。 
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アブレーション谷とガニメデ台地大山塊における植生の重要な特徴は、多くの珍しく多産なコケ

植物の発生にある。南極のコケ植物はめったに胞子体をつくらないが、本地区内のオオハリガネゴ

ケ（Bryum pseudotriquetrum）、Distichium capillaceum、Encalypta rhaptocarpa、E. procera及び

Schistidium種はすべて、たびたび多産として記録されている。きわめて珍しいことに、少量の蘚類

のアカハマキゴケ（Bryoerythrophyllum recurvirostre）及び苔類のCephaloziella variansがアブレーシ

ョン谷で結実しているのが観察されている。これは、南極内のあらゆる場所で初めて記録された

（Convey 1995に引用されたSmith 私信、Smith 1997、Smith and Convey 2002）。加えて、南極海域

全体で胞子体とともにD. capillaceumが記録されることはなかった（Smith 1988）。E. proceraが多産

であるとの報告があるのは、南極では他の一カ所（サウス・オークニー諸島のシグニー島、Smith 

1988）しかない。永続的に浸潤な地域以外では、コケ植物の植生は極端にまばらになり、夏季の

間、少なくとも数週間は遊離水のある生育地に限られる。このような地点は散発的に谷底、斜面に

縞状に存在する石の上、また北側を向いた岩の表面にあるクレバスにも見られる。コケ植物のパッ

チの中に発生するほとんどの種もまた、地衣類を含め、このような生息地に見られる。最もよく見

られる場所は、クレバスの下部や大きい石の陰（特に構造土の隙間）である。標高100m以上は乾燥

が進み、それより高い場所ではSchistidium antarctici（ムトンネー谷内の標高500m）及びTortella 

fragilis（アブレーション谷の南西の最も高い峰の近く（標高775m））しか記録されていない。これ

らのより乾燥した生育地（特に基盤が安定しているところ）では、地衣類が優占する傾向がある。

地衣類は谷の上部でより安定したがれ場（scree）や、尾根、平原で広く生育し、また局地的に豊富

である。優占種はクロヒゲゴケ（Usnea sphacelata）で、岩の表面に黒い色合いを与える。この種は

よくPseudephebe minusculaや数種の固着地衣類（ごくまれに、大山塊の高いところに到達するネナ

シイワタケ（Umbilicaria decussata））を伴う。なお、後者以外の全ての種もまた、ムトンネー谷で

よく見られる。着生及び陸生地衣類（主に白い外皮を形成する種であるLeproloma cacominum）が、

周辺のコケ植物の表面が乾いた場所でよく見られる。別の分類群であるCladonia galindezii、C. 

pocillum及び数種の固着地衣類も時々存在する。様々な地衣類が、乾燥した土壌及び小石に局地的に

コロニーを形成し、時折、蘚類のクッションの上にも広がっている。これらの種には、Candelariella 

vitellina、コフキシロムカデゴケ（Physcia caesia）、Physconia muscigenaや時々、ナナバケチャシブ

ゴケ（Rhizoplaca melanophthalma）、Usnea antarctica、アカサビゴケ（Xanthoria elegans）や、同

定できない固着群（特にBuellia及びLecidea）も含まれる。孤立した場所にあるPhyscia及びXanthoria

の豊富さは、本地区内に巣を作るオオトウゾクカモメ（Stercorarius maccormicki）に由来する窒素濃

縮によると思われる（Bentley 2004）。少数の好鳥糞性地衣類が、鳥の止まり場として時折使用され

る巨礫の上に発生する。 多くのコケ植物及び地衣類は知られている分布の南限であり、数種は南極

においてとても希少である。本地区内で見られる希少蘚類はBryoerythrophyllum recurvirostrum、

Campylium polygamum、Encalypta rhaptocarpa、Tortella alpicola及びTortella fragilisを含む。また、

Bryumの数種、Encalypta rhaptocarpa、Schistidium occultum及びSchistidium chrysoneurumは全てこれ
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らの種の南限の記録である。地衣類植物相に関して、アブレーション谷は、南半球でEiglera flavida

が確認された唯一知られている地点であり、Mycobilimbia lobulata及びStereocaulon antarcticumも希

少である。南限の記録を持つ地衣類はCladonia galindezii、Cladonia pocillum、Ochrolechia frigida、

Phaeorrhiza nimbosa、Physconia muscigena及びStereocaulon antarcticumである。 

 

無脊椎動物、 菌類、 細菌 

今までに記述された微小無脊椎動物相は、アブレーション谷から採取した10試料をもとにしてお

り、7群種からなっている（Convey and Smith 1997）。それらは2種のトビムシ類（Cryptopygus 

badasa、Friesea topo）、1種の陰気門類のダニ類（Magellozetes antarcticus）、4種の前気門類のダ

ニ類（Eupodes parvus、Nanorchestes nivalis（=N. gressitti）、Rhagidia gerlachei、Stereotydeus 

villosus）である。採取された多くの標本は、初期には南極海洋で広く確認されているFriesea grisea

として報告された。しかし、アレキサンダー島でその後（例えば1994 年以降）採取されたFriesiaの

標本は、明らかに新種であるF. topo（Greenslade 1995）として記述され、現在、本種はアレキサン

ダー島の固有種と考えられている。アブレーション谷の初期の標本が再調査されたが、それらすべ

てはF. topoとして再分類されるに足ると同定されている。アレキサンダー島の他のある地点で、同

数の種が記述されているが、アブレーション谷の試料の全小型節足動物個体密度の平均は、島内の

他の地域のおよそ7倍を示した。アブレーション谷の多様性もまた、記録されているアレキサンダー

島のいくつかの他の地点よりも高かったマルグリット湾や、それより北方にある地点で記述されて

いるものよりは、多様性及び生息数ともにかなり少なかった（Stary and Block 1998、Convey et al. 

1996、Convey and Smith 1997、Smith 1996）。アブレーション谷で最も生息数が多かった種は

Cryptopygus badasa（抽出された全節足動物の96.6%）であり、特に蘚類の生育地ではよく見られ

た。Friesea topoは、石の上に低密度で見られたが、蘚類の生育地にはほとんど生息せず、これらの

種が明確な生息地の嗜好性を有していることを示していた。アブレーション谷は、肉食性ダニ類の

R. gerlacheiがアレキサンダー島で唯一記述されている場所である。本地区内の菌類に関する調査は

ほとんど行われていない。しかし、ある研究では、アブレーション谷の池で、未確認の線虫類捕捉

菌（nematode-trapping fungus）の存在を報告している（Maslen 1982）。陸上の小型動物相をより

十分に説明するためにさらなる試料採取が必要ではあるものの、利用できるデータは本地区の生態

学的重要性を支持している。 

 

繁殖鳥類 

アブレーション谷とガニメデ台地の鳥類相は詳細には記されていない。少数のオオトウゾクカモ

メ（Stercorarius maccormicki）のつがいが、いくつかの湿った植生地点の近くで営巣していたとの報

告がある（Smith 1988）。アブレーション岬周辺では、ユキドリが「おそらく繁殖している」との

記載がある（Croxall et al. 1995、Fuchs and Adie 1949を参照）。Bentley（2004）は、本地区内でオ
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オトウゾクカモメがユキドリを空中で直接捕食したことを報告した。アブレーション谷とガニメデ

台地大山塊ではその他の鳥類は記録されていない。 

 

人間活動とその影響 

アブレーション谷とガニメデ台地における人間活動は科学に関するものだけである。アブレーシ

ョン谷地域への最初の訪問は、1936年の英国グレアム・ランド探検隊の隊員によるもので、アブレ

ーション岬近くから およそ100個の化石標本を採集した（Howlett 1988）。その次の訪問は、約10年

後で、基礎的な地質学的記述とさらなる化石採集が行われた。より集中的な古生物学調査が、1960

年代から1980年代まで英国の地質学者によって行われ、詳細な地形学の研究が行われた

（Clapperton and Sugden 1983）。1970年代には湖沼学の調査が行われ、1980年代と1990年代には数

多くの探検隊によって陸上生物学的観察のための調査が始められた。2000年以降の科学的活動は、

古気候学調査に重点を置いている。本地区内への探検で知られているものはすべて、英国の科学者

によって行われている。これらの活動による影響は十分に記されていない。しかし、目立たなく限

られた足跡、ムトンネー谷の陸上の仮設滑走路（6（ii）項 参照）を航空機が通った跡、地質学的及

び生物学的な少量試料の採集、標識、補給品及び科学的機器などの放棄されたもの、及び汚物の残

りがある。 

放棄された貯蔵所がムトンネー湖の北約500mのジョージ6世棚氷に接する氷堆石段丘にあった

（南緯70度51分19秒、西経68度19分05秒）。その貯蔵所には、2つの油缶（1つは空で、もう1つは

満杯）、5リットル缶のスノーモービル用オイル3つ、食べ物の箱が1つ、氷河用の棒10本があった。

2012年11月に貯蔵所は部分的に撤去され、2013年11月には残っていた2つの満タンの燃料ドラム缶

が撤去された。1970 年代から80年代の様々な探検隊は、ジョージ6世海峡から起伏氷を通りアブレ

ーション谷への道標となる空の燃料用ドラム缶を置き、アブレーション湖の南東の湖岸にある大き

な岩を黄色に塗っている（McAra 1984、Hodgson 2001）。近くには、中央に木製の標示板がある赤

く塗られた岩及びケルンからなる大きな十字架がある。2012 年には、アブレーション湖岸の近くに

野営地の跡が残っていた。一カ所は、植生が豊かな場所の近くの南西の湖岸にあり、もう一つは約

4km東の南東の湖岸にある。両地点とも石のサークルで古いテント地点を示してあり、低い石の壁

（0.8m）を伴った円形の建造物が建てられていた。前者の地点では、多くの木片（古い標識も含

む）、古い食べ物の箱、紐、汚物が確認された（Harris 2001、Hodgson 2001）。また、2001年2月に

はアブレーション湖の南岸と西岸付近に、複数の赤く塗られた岩が見つかり、塗料の破片がときど

き堆積物中に見られた。2000～01年には、アブレーション谷にある放棄された道具の一部を除去し

た。除去した物は、湖氷の上にあ った燃料用ドラム缶3つ、南西の岸にあった古い食べ物の箱、木

片及び紐、南西の岸にあった壊れたアクリル製の防風のための覆い（perspex acryllic cloches）の多

くの破片（9つが1993年1月に配置され（Wynn-Williams 1993、Rossaak 1997）、全てが風で壊れた）

である（Harris 2001、Hodgson 2001）。2012年11月には、低い石壁を伴う古い野営地（南緯70度49
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分58秒、西経68度22分16秒に位置）近くの金属及びごみが撤去された。ペンキの塗られた岩は残っ

ている。湖氷及び氷河上でスノーモービルが使用されており、1983～84 年にはアブレーション湖の

南西岸付近の限られた範囲において、砂利地形上で、前輪を改良したスノーモービルが使用された

（McAra 1984）。おそらく野外調査の結果であると思われるが、ムトンネー谷において、がれ場の

急斜面上にできた浸食された小道の痕跡がいくつか記録されている（Howlett 1988）。多くの山の

頂上及び本地区のいたるところに、多くの調査地点を示すためのケルンが積まれている。 

 

6（ii）本地区への立ち入り 

 本地区への立ち入りは航空機、車両または徒歩によるものとする。 

 本地区への立ち入り地点、及び地区の出入りに使用する陸上または上空の経路に、特別な制

限はない。ジョージ6世柵氷からの陸路による立ち入りは起伏氷のため困難かもしれないが、

本地区の近くに固定翼航空機で着陸する訪問者にとっては最も信頼でき、安全な立ち入り経

路であると考えられている。なぜなら、特に氷河からその西までの、本地区へ立ち入る幾つ

かの経路は急峻でクレバスがあり、多大な努力を要するからである。 

 本地区内に固定翼航空機で着陸することは勧められない。もし着陸が科学的又は管理的目的

のために必要不可欠である場合は、着陸が可能であれば、氷に覆われた湖又はムトンネー湖

のすぐ西側にある陸上の1地点に限って着陸できる。圧力による湖氷表面の変形、融氷水及び

覆っている氷の薄氷化により、夏季の終わりには湖氷への着陸は実行不可能になる可能性が

ある。2000年11月にアブレ―ション湖及びムトンネー湖の西側の陸地に着陸が行われた。陸

上の着陸地点（地図3）は東西方向に向いており、周囲の谷より約2m隆起した地面の上、約

350mの粗い礫岩の緩斜面からなる。複数の赤く塗られた石が矢印の形で西端（上流側）を示

している。礫岩にはタイヤの圧痕がはっきりと残っている。表面の状態が貧弱であること、

および航空機の損傷の危険性があるため、ムトンネー湖の西側の陸地の使用は推奨されな

い。 

 ヘリコプターによる立ち入りが実行可能な場合は、特定の着陸地点は指定されていないが、

湖岸から200m以内、あらゆる植生地および湿地から100m以内または河床内の着陸は禁止され

ている。 

 航空機による立ち入りは、本地区外のアブレーション谷のすぐ西側にあるジュピター氷河の

上流（550m）からも可能である。そこから徒歩により本地区内に立ち入ることができる。 

 航空機のパイロット、乗組員または航空機で到着するその他の人々は、許可証により特別に

許可されていない場合は、本地区内のあらゆる着陸地点において、その付近以外への徒歩で

の移動は禁止されている。 
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6（iii）本地区内及びその付近にある建造物の位置 

本地区に存在が知られている建造物はない。多くのケルンが地区内全体にわたって調査標識とし

て設置されており（Perkins 1995、Harris 2001）、いくつかの低い壁が野営地に建っていた。9つの

明るい赤色のプラスチック製反射標識（高さ30cm、岩で固定）が、ムトンネー谷の臨時滑走路を示

す場所に設置されていたが、2012年11月に撤去された。本地区から最も近くにある建造物は、本地

区の約20km南にあるスパルタン圏谷（Spartan Cwm）にある放棄された移動式の小屋と思われる。

科学野営施設（夏季のみ）が、アレキサンダー島の東岸の約60km南のフォッシルブラフ基地（英）

にある。常時使用されている科学調査基地で最も近いものは、約350km北のマルグリット湾にある

ヘネラル・サン・マルティン基地（アルゼンチン）及びロゼラ基地（英）である（地図2）。 

 

6（iv）本地区の付近にあるその他の保護地区の位置 

本地区のすぐ近くには他の保護地区はない。アブレーション谷とガニメデ台地の最も近くにある

保護地区は、アレキサンダー島の約270km東にある南極半島のシャーコット島のマリオン・ヌナタ

ク（ASPA170）である（地図2）。 

 

6（v）本地区内の特別区域 

本地区内には特別区域はない。 

 

7．許可証の条件 

7（i）一般許可条件 

本地区への立ち入りは適当な国家当局から発給された許可証に沿うものを除き禁止されている。

本地区への立ち入り許可証が発給されるための条件は、以下の通りである。 

 他の場所では果たすことのできないやむを得ない科学的な理由、もしくは本地区の管理に必

要不可欠な理由に対して発給される。 

 許可された活動は、管理計画と整合すること。 

 いかなる管理活動も管理計画の目的を支持するものであること。 

 許可された活動は本地区の自然生態系を損ねないものであること。 

 許可された活動が本地区の環境及び科学的価値の継続的な保護のための環境影響評価プロセ

スを十分に考慮していること。 

 許可証は一定期間を対象に発給されること。 

 本地区内では許可証あるいはその公認の写しを携帯すること。 

 

7（ii）本地区への立ち入りの経路、経由及び本地区内での移動 

 本地区内の車両による移動は、雪面又は氷面に制限される。 
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 本地区内の陸上での移動は徒歩とする。 

 土壌、植生のある表層、砂丘のような繊細な地形学的特徴への攪乱を最小限にするために、

可能であれば雪の上や岩の多い場所を歩き、すべての動作を慎重に行うこと。訪問者は可能

であれば、水文的な攪乱や繊細な植物群落への損傷を回避するために河川や乾いた湖底の

中、湿地上の歩行は避けること。目立たない植物群が地上にあるかもしれないため、水分の

存在が明らかでない場所であっても注意を払うこと。 

 歩行者の往来は許可された活動を行うための必要最小限にとどめ、踏圧の影響が最小限とな

るよう合理的なあらゆる努力をすること。 

 本地区を通過する航空機は最低でも決議2（2004）に含まれる「鳥類集中地区近辺の航空機運

航ガイドライン」に従う必要がある。 

 遠隔操縦航空機システム（RPAS）による鳥類の繁殖地の上空飛行は、適当な国家当局により

発給された許可証に従って行う科学的もしくは管理上の目的以外は許可されない。 

 

7（iii）地区内で実施することのできる活動 

地区内で実施可能な活動には以下のものが含まれる。 

 モニタリングを含む必要不可欠な管理活動。 

 その他の場所では実施できないやむを得ない科学的研究で、本地区の生態系を害さないも

の。 

 承認を得た研究計画に必要とされる最小限の試料採取。 

本地区内の湖での潜水は、やむを得ない科学的目的のために必要な場合を除き、通常、禁止され

ている。もし潜水を行う場合は、水の層や繊細な堆積物及び生物群集への攪乱を避けるために、十

分な注意を払う必要がある。これらの目的のための許可証が承認される前に、潜水活動が引き起こ

す攪乱に対して、水の層、堆積物及び生物群集がどれほど影響を受けやすいかを考慮する必要があ

る。 

 

7（iv） 建造物の設置、改築又は除去 

 恒久的な建造物もしくは設備は禁止されている。 

 やむを得ない科学的又は管理上の理由により許可され、前もって許可証に設置期間が明記さ

れている場合を除き、いかなる建造物や科学的装置も本地区に設置してはならない。 

 本地区に設置される全ての標識、建造物、科学的装置については、国、研究に携わる代表者

もしくは機関の名前、設置年と撤去予定日を明記すること。 

 このような全ての物品には、生物や珠芽（例：種、卵、胞子）や非滅菌土（7（vi） 参照）が

付着していないこと。また本地区への汚染のリスクがほとんどなく、環境条件に十分に耐久

できる素材でできていること。 
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 許可証の期限が切れた特定の建造物もしくは機器の撤去も許可証を発給した当局の責任によ

るものであり、許可証の条件に含まれなければならない。 

 

7（v）野営地の位置 

許可証に明記された目的に必要な場合、本地区内での一時的な野営は許可される。本地区内に1つ

の野営地が指定されている。これは、ムトンネー谷にある仮設滑走路の北西端（上流側）に位置し

ている（南緯70度51分48秒、西経68度21分39秒）（地図3）。この地点は標示されていないが、テ

ントは仮設滑走路の北西端の標識のできる限り近くに設置すること。この近辺で活動する際は、こ

の野営地を優先して使用すること。重要な植生が存在する地点での野営は禁止されているが、その

他特定の野営地の位置は今のところ指定されていない。野営は湖岸から実行可能な限り離れた位置

にし（なるべく最低200m）、乾いた湖底や河床（目立たない生物の生育地となる）を避けることと

する。実行可能ならば、野営はなるべく雪又は氷の上で行うべきである。可能であれば、以前に存

在した野営地を再利用すること。ただし、上記のガイドラインで不適当だと示されている場合は除

く。 

 

7（vi）地区内に持ち込むことのできる物質及び生物に関する制限 

生きている生物、植物体や微生物を故意に本地区内へ持ち込んではならない。地区の生態的価値

の維持を確保するため、基地を含む南極内の他の場所又は南極外から、微生物、無脊椎動物または

植物が偶発的に持ち込まれないよう、特別な予防策が取られなければならない。本地区に持ち込ま

れるすべての試料採取装置や標識は洗浄もしくは滅菌されていること。可能な限り、本地区で使用

する、もしくは持ち込む靴や他の装備（カバンやリュックサックを含む）は本地区に立ち入る前に

徹底的に洗浄すること。「CEP非在来種マニュアル」（CEP 2017）や「南極における陸上の科学的野

外調査のための環境行動規範」（SCAR 2009）に、さらなる指針がある。地区内で繁殖している鳥類

のコロニーがある可能性を考慮して、家禽製品からの廃棄物及び未調理の乾燥卵を含む家禽製品

を、本地区内に放出してはならない。 

本地区内に除草剤及び殺虫剤を持ち込んではならない。許可証に明記された科学的、管理的な目

的で持ち込む可能性のあるその他すべての化学物質（放射性核種や安定同位体を含む）は、許可証

で許可された活動の終了前又はその時点で地区内から除去しなければならない。放射性核種や安定

同位体を、回収不能にするような方法で直接環境へ放出することは避けるべきである。燃料や他の

化学物質は、許可証の条件によって特別に許可された場合を除き、本地区内で保管してはならな

い。これらは環境への偶発的な放出の危険を極力下げるような方法で保管し取り扱うこと。本地区

内に持ち込んだ物質は指定期間のみとし、指定期間終了時までに除去すること。万一物質が放出さ

れ、本地区の価値に影響を及ぼすようであれば、物質を放置するより除去するほうが影響が少ない

場合に限り、除去することが望まれる。承認された許可証に含まれない漏洩や未除去については、
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適当な当局にすべて通知すること。 

 

7（vii）在来の植物及び動物の採捕又はこれらに対する有害な干渉 

環境保護に関する南極条約議定書附属書Ⅱに基づいて発給された許可証で認められている場合を

除き、在来の植物及び動物の採捕又はこれらに対する有害な干渉は禁止する。動物に対し採捕又は

有害な干渉を行う場合は、SCARの「南極における科学目的のための動物の利用に関する行動規範」

（2011）を最低限の基準として従う必要がある。いかなる土壌または植物の試料採取も、科学的又

は管理目的で必要とされる最小限にとどめ、周囲の土壌、氷の構造及び生物相への攪乱を最小限に

する技術を使用して実施されること。 

 

7（viii） 許可証の所持者によって本地区に持ち込まれた以外の物の収集又は除去 

許可証に従っており、科学的もしくは管理上のニーズを満たすために必要な最低限の範囲で行う

場合にのみ、本地区から物質を収集または除去することができる。本地区の価値を害する人間由来

の物質で、許可証保持者や当局によって持ち込まれたもの以外の物質は除去してもよい。ただし、

本地区内に放置するよりも除去する方が、環境への影響が少ない場合に限る。このような場合は適

当な国家当局に通知し、承認を得ること。 

 

7（ix）廃棄物の処理 

人間の液体排泄物及び生活排水を除く、全ての廃棄物は本地区から除去すること。人間の液体排

泄物及び生活排水は、地区内のジョージ6世棚氷やジュピター氷河の縁に沿った氷の割れ目に流すこ

とができる。又は、できる限り氷に近いこのような場所にある氷の縁に沿った氷堆石に埋めること

ができる。この方法による人間の液体排泄物及び生活排水の処理は、アブレーション谷、ムトンネ

ー谷、フラットアイアン谷にある主要な湖から200m以上離れ、かつ集水域を避けること。そうでな

ければ、本地区から除去すること。人間の固形排泄物は本地区から除去すること。 

 

7（x）管理計画の目的の達成が継続されるために必要な措置 

許可証は、科学調査、モニタリング及び現地査察の実施を目的にした本地区への立ち入りに対し

て発給しても良い。これには分析や保護措置を行うため少量の試料収集を含む。全ての長期モニタ

リング地点は適切に標示し、標識類を維持すること。科学的活動は「南極における陸上の科学的野

外調査のための環境行動規範」（SCAR 2009）に従って行うこと。 

 

7（xi）報告に必要な事項 

本地区への各訪問に際し、許可証の代表者は可能な限り速やかに、遅くとも訪問完了後6ヶ月以内

に適当な国家当局に報告書を提出すること。この報告には、必要に応じて「南極特別保護地区のた
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めの管理計画準備ガイド」（附属書2）にある南極特別保護地区訪問報告書様式が示す事項を含むこ

ととする。可能な限り、国家当局は、管理計画を提案する締約国に訪問報告書の写しを提出し、本

地区の管理及び管理計画の見直しに役立てる。締約国は可能な限り、本地区の管理計画の見直し及

び科学的な利用に役立てられるよう、原本又は写しを一般利用可能なアーカイブに保管し、利用記

録を維持すること。 
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地図1：南極半島のアブレーション谷及びガニメデ台地の位置。地図仕様 WGS84 南極極心平射図

法、中央経線-55度、標準緯線-71度。 
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地図2：ASPA147 アブレーション谷及びガニメデ台地の位置図。地図仕様 WGS 1984 南極極心平射図

法、中央経線-71度、標準緯線-71度。 
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地図3：ASPA147 アブレーション谷及びガニメデ台地の地形概略図。地図仕様 WGS 1984 南極極心平

射図法、中央経線-68.4度、標準緯線-71.0度。 
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付録1 

ASPA147 アレキサンダー島のアブレーション谷及びガニメデ台地のための境界座標。大部分にお

いて境界線は自然の特徴に従うが、詳細は6（i）に記述する。下記の表は境界座標に番号をつけた

ものであり、1番は最北の座標で、本地区の境界線から時計回りに順に番号が上がっていく。 

番号 緯度 経度 

1  南緯70度46分26秒 西経68度24分01秒 

2  南緯70度46分28秒 西経68度25分48秒 

3  南緯70度46分55秒 西経68度28分27秒 

4  南緯70度47分13秒 西経68度28分15秒 

5  南緯70度47分12秒 西経68度29分33秒 

6  南緯70度48分02秒 西経68度29分58秒 

7  南緯70度48分23秒 西経68度32分55秒 

8  南緯70度49分44秒 西経68度34分38秒 

9  南緯70度50分06秒 西経68度31分13秒 

10  南緯70度49分56秒 西経68度28分52秒 

11  南緯70度50分19秒 西経68度26分51秒 

12  南緯70度51分17秒 西経68度28分19秒 

13  南緯70度52分09秒 西経68度31分59秒 

14  南緯70度53分02秒 西経68度31分06秒 

15  南緯70度53分03秒 西経68度29分59秒 

16  南緯70度55分03秒 西経68度27分58秒 

17  南緯70度54分53秒 西経68度27分40秒 

18  南緯70度55分36秒 西経68度23分26秒 

19  南緯70度55分41秒 西経68度21分30秒 

20  南緯70度54分43秒 西経68度19分11秒 

21  南緯70度52分44秒 西経68度19分03秒 

22  南緯70度52分04秒 西経68度18分25秒 

23  南緯70度51分17秒 西経68度18分41秒 

24  南緯70度50分18秒 西経68度20分27秒 

25  南緯70度48分08秒 西経68度20分44秒 

26  南緯70度47分38秒 西経68度21分23秒 

27  南緯70度46分55秒 西経68度22分16秒 

 


